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技術名称 二重鋼管ダンパー 担当部署 社会基盤事業部

NETIS登録番号 CG-150011-A 担当者 吉岡　泰邦

社名等 ＪＦＥシビル株式会社 電話番号 03-3864-3796

技術の概要 １．技術開発の背景

２．二重鋼管ダンパーの性能

技 術 概 要　

①二重鋼管ダンパーを橋梁下部工である橋脚部と基礎フーチング間に設置
し、橋梁全体の耐震性能を向上させる技術です。

②脚柱と平行に設置した「二重鋼管ダンパー」により上部工から基礎に伝わる
地震エネルギーを吸収し、橋脚全体の耐震性を向上させる技術を開発し、
その性能を模型実験により確証しました。

③従来工法である、RC巻立工法に比べ橋脚の基礎杭にかかる負担を低減し、
基礎の増杭が必要なくなる効果が見込まれます。

①「二重鋼管ダンパー」は低降伏点鋼などを用いた軸力管と、外側の補剛管

の鋼材のみで構成された軽量・コンパクトな制振ダンパーです。
②圧縮時にも軸力管が補剛管で補剛され、座屈することなく塑性変形し、安定

したエネルギー吸収特性を有します。
③低降伏点鋼等を使用した制振ダンパーが地震エネルギーを吸収し、橋脚の

損傷を低減します。
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３．技術の効果

４．活用実績（橋梁・土木構造物における二重鋼管ダンパーの実績）

・橋脚ダンパーの設置により、水平対荷力および変形能の向上が、計算とよく一致する
ことが確認できた。

・橋脚本体が終局に達した後も、ダンパーの効果により安定した履歴曲線が維持され、
橋脚の倒壊が阻止されることが確認できた。

・1/5縮尺の単柱型ＲＣ橋脚に二重鋼管ダン
パーを設置、水平荷重と一定鉛直荷重を橋脚
頭部に加え、正負交番載荷を行った。

①国の機関 ０件 （九州 ０件、 九州以外 ０件)
②自治体 ３件（九州 ０件、 九州以外 ３件)
③NEXCO東日本 ２件（九州 ０件、九州以外 ２件)        

田浦第二高架橋（全景）

二重鋼管ダンパー設置状況 累積変位記録計

【実施例】
橋名 ：田浦第二高架橋 神奈川県
工事名 ：橋梁耐震補強工事（2019年）
構造形式 ：橋長約174m

鋼4径間連続方丈ラーメン箱桁(上り線)
鋼3径間連続方丈ラーメン箱桁(下り線)
二重鋼管ダンパー（48本）
累積変位記録計の設置

【鋼製ダンパーの取替時期を判断するため
に開発した累積変位を記録する計測装置で、
太田切川橋梁(新潟県)に続いて２例目の適用】
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　【概要図】

　テラセルマットレス工法とは、軟弱地盤上にL型擁壁やボックスカルバート等の構造物を構築する際、
支持力の不足する地盤内に立体的なハニカム構造を有するジオセルを積層したマットレスの中に砕石を充
填し、セル内に拘束された砕石とセルの側面に発生するせん断抵抗力により支持力の増加及び荷重分散の
効果を発揮し、支持力を改善する工法になります。

　構造物の底版にジオセルマットレスを構築します。製品高さは、15cmと20cmの2種類で、2段、も
しくは3段に積み重ね、30cm～60cmの厚さとなり、吸出防止材（トレップ、タフネル）でマットレス
全体を巻き込み中詰材の流出防止や現地盤からの流入を防止します。

　【施工手順】

　　（2） 材料が軽量かつコンパクトなため、
　　　　　運搬、保管等を容易にできる

　　（3） 残土の発生低減や工期短縮により、
　　　　　経済性に優れる

　　（1） 置換工法と比べ対策範囲を低減できる

　【特徴と効果】

　【工法概要】

技 術 名 称 テラセルマットレス工法 NETIS登録番号 CG-160016-VR

副  題 ハニカム構造を有するジオセルマットレスによる軟弱地盤の支持力改善工法
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≪お問い合わせ・連絡先≫
東京インキ株式会社　福岡支店

〒816-0912　福岡県大野城市御笠川3-13-5
TEL 092-503-5161　FAX 092-503-9246

URL http://www.tokyoink.co.jp/

　【製品規格】

　【施工事例】

　【製品仕様図】

　【施工実績　九州管内（沖縄含む）】2020年9月

　195件（公共：162件、民間：33件）
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技術名称
無繊維透明樹脂型コンクリート表面保護・
はく落防止工法　（ＲＴワンガードクリア工法） 担当部署 福岡営業所

NETIS登録番号 CG-190009-A 担当者 中村　祐介

社名等 株式会社ダイフレックス 電話番号 092－432-9220

技術の概要

３．適用範囲

　従来の繊維シート工法から繊維シートを使用せず、全て透明の1液タイプのウレタン樹脂と
した。
・全塗材を透明にしたことにより、施工後の下地のコンクリートの目視を可能とした。
・繊維シートが不要なため工程が短縮。
・狭隘部、曲面の施工において、従来工法では、繊維シートの加工・貼付手間等の作業が困
であったが、本技術では、塗装工程のみ施工のため、作業が容易である。
・全ての塗材を1液タイプにしたことにより、計量、撹拌作業が不要で作業性向上。
・補修工事等に係わる作業者数も減少傾向の中で、省力化や誰もが施工できる工法を開発する
必要性があった。そのため本技術では全塗材を1液タイプの材料を使用している。
・作業工程も2工程と少ないため、作業車の軽減、コスト削減につながる。
・押し抜き性能に重要な1液タイプの主剤では、計量、撹拌する必要もなく誰が塗布しても時
間とともに硬化するため、計量間違い、撹拌不良による硬化不良なども発生しないので、熟練
工を含めた作業者が少なくなっていくこれからの時代にマッチした工法である。

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

　インフラストラクチャー整備として各種土木構造物の整備が行われてきましたが、近年それ
ら構造物の耐久性に対する問題が発生しています。 コンクリート構造物においては、雨水や
地下水からの水、融雪剤や飛来塩および海水による塩分の浸透により鉄筋の腐食・発錆から爆
裂欠損を誘発し構造物の強度を低下させています。
　トンネル内でのコンクリート塊落下事故や高架橋からのコンクリート片はく落事故等を受け
て、発注者はそれら事故を防ぐため独自の基準を作成し、一斉に対策工事に取り組んでいま
す。
　当社ではこの様な問題を解決するために、中性化・塩害によるコンクリートの劣化を防止
し、さらに抗張力部材としての繊維を用いずに「押抜き試験性能」が満足できる透明なコンク
リートはく落防止対策機能を持った「ＲＴワンガードクリア工法」を開発しました。

２．期待される効果

①適用可能な範囲
・コンクリート構造物全般。
・複雑な形状のコンクリート構造物。

②特に効果の高い適用範囲
・橋梁、高架橋、内外高欄、橋脚、桁(PCT,PC他)ボックスカルバートの内面。
・複雑な形状のコンクリート構造物。
・経時観察が必要とされる箇所。

③適用できない範囲
・外気温5℃を下回る場合、湿度85%を超える場合。
・結露、結氷がある場合。
・降雨、降雪がある場合。
・施工面温度0℃を下回る場合。
・下地コンクリート含水率が8%を超える場合。
・施工面が乾燥していない場合。
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５．写真・表

—塗布後状況写真-

【　仕様工程　】

　 【　性　　能　】

—塗布後もクラックを目視確認できる—
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技 術 概 要 
 

技術名称 スパイラル付き鋼管杭マルチスクリュー 担当部署 ファスニング事業部 営業開発部 

NETIS登録番号 KT-200026-A 担当者 酒井 悟 

社名等 サンコーテクノ株式会社 電話番号 04-7178-3500 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

仮囲いや立入防護柵等の簡易フェンスの設置用の杭として使用されている丸パイプ

（単管杭）は人力のハンマー打撃やブレーカー、重機を用いて叩き込みによる施工を行

っている為、労働負担や打撃施工による周辺環境への影響、抜取りが困難という課題が

あります。本製品はハンディタイプの専用施工工具で傾斜地や狭地でも簡単・軽量・ス

ピーディ・低騒音で施工可能な製品を開発しました。 

 

２．技術の内容 

 マルチスクリューはスパイラル付きの鋼管杭です。専用電動工具「マルチドライバ

ー」による回転施工の為、手間の省力化や工程の短縮、騒音・振動による周辺の影響を

軽減する事が出来ます。そのため、施工数量が多い場合や施工位置が既設物から近い場

合にはその効果を高く発揮します。 

 施工後は、スパイラル形状が強い引張力を保持し、必要に応じては当社試験機「テク

ノテスターDT-50TCL」を使用する事で原位置での強度確認が可能です。 

また、マルチスクリューは丸パイプと同径（48ｍｍ）の為、各種接続部品に対応する。

さたに施工・撤去時に杭頭部の変形が無い為、転用も可能です。 

 

３．技術の効果 

・電動工具により回転施工・撤去が可能で省力化 

・回転施工の為、施工時の騒音・振動が軽減 

・スパイラル付きの鋼管で引抜力が強い 

・施工・撤去時に杭頭部の変形が無い為、転用可能。 

 

４．技術の適用範囲 

・礫・転石が無い地盤、または、礫・転石があっても事前にハンマードリル等で下穴を

穿孔できる地盤 

・施工トルク800N・ｍまで 

 

５．活用実績（2020年8月31日現在） 

 

 民間 30件 （九州 2件、九州以外 28件） 
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６．写真・図・表 

  

 

 

使用例 
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